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2009 年  11 月  01 日  

熊野の旅 最後になってちょっと有名に・・・鬼屋敷君  

 今年のドラフト会議… 
 読売巨人軍４順目でしたか、「鬼屋敷」捕手が指名されました。 
 この子は南牟婁郡紀宝町の出身だとか… 
 苗字も変わっていますが、出身が『高専』ということも珍しいらしいですね。 

 
 工業高専などの高等専門学校の修業年月は５年です。 
 普通高校の３年とは違い、５年で卒業になるので野球の方でも別扱いで、甲子園な

どの高校野球に関する参加資格は、途中の３年生までです。 
 それ以降は、「高専」だけの大会しかありません。 
 三年生終了時に退学する子も居ますが、正規の「高校卒業」では無いですね。 
 野球に関しても、高専に残ると残りの二年間は「高専大会」だけになり、大学野球

でもなし… 
 以前は、プロ野球への道は５年生卒業時だったようで、その特殊性が選手の道を狭

めていたようです。 
 その制限が「三年終了」に変更されたので、「鬼屋敷君」も日の目を見たようです。 

 
 プロ野球やオリンピックに行くような選手が出ると、宣伝になる… 
 スポーツ特待生までとって部活に力を入れる学校も多く、その効果のほどは分かり

ませんが、その分野の子供の志望者は増えるのでしょうね。 
 そして、そうした意味では鬼屋敷君は母校に多大なる貢献をしたわけです。 

 
 しかし、タイミング的には郷土の『近畿大学工業高等専門学校』最後になってから

になりました。 
 プロに入って、オフに帰ってきても、汗を流したグランドには後輩の姿もなし、校

舎も空き家になってしまいます。 
 校舎と言うのは建て替えられたりして面影がなくなることも多いですが、運動場は

変わらない所が多いですからね。 
 それでも、生徒の居なくなったグランドはすぐに草むらになってしまいます。 

 



  捕手と言う守備位置は中々新しい選手が座れる場所で無いですから、大変でしょ

うが、頑張って欲しい物です。 
 この辺からだと、「木本高校」最初のプロ野球選手は私の同級生の巨人入りした岩

本君でしたね。 
 そのあとも、広島・巨人などに入団して居ますが、残念ながら大成した子は居ませ

んでした。 
 鬼屋敷君が阿部を追い払う位になってくれれば良いのですが… 

 
Tags:熊野市                     by je2luz | 2009-11-01 11:05  

 

 

 

 

 

2009 年  11 月  02 日  

熊野の旅 やっていました…みかん狩り 熊野倶楽部  

 昨日、「里創人・熊野倶楽部」にちょいと届け物に行ったら、やっていました… 
 あの場所が大々的にデビューした当時の呼び物だった、「みかん狩り」です。 
 昔のみかん狩りのメイン開場辺りは、「熊野倶楽部」を作ったので、造成され消え

てしまったので、その下側辺りでやっています。 
 仮設の番人小屋と休憩所をしつらえて、やっています。 
 番人は上の売店のスタッフがやっていました。 
 日曜日ですから数台の車が停まっていましたね。 

 

 この場所一帯は、国の農業政策、「パイロット事業」として大規模に開発された「金

山みかん園」だったのです。 
 昭和 36 年度, 県営開拓パイロット事業の基礎調査. 昭和 38 年度, 全体計画の承

認 、昭和 40 年 2 月, 農事組合法人金山パイロット設立. 昭和 45 年度, 開墾工事・

植栽が完了と言う壮大な物です。 
 私が熊野を離れる時に動き出し不在の間に完成したものです。 



 地元では「金山パイロット」もしくは「パイロット」と呼ばれてきました。 
 本業はみかんの生産ですが、一般に見えるのは「みかん狩り」でした。 
 １０月から１１月一杯位の２ヶ月ほどがみかん狩りの時期です。 
 開業当時は国のパイロット事業ということもあり、世界遺産ではないのですが、

大々的に外に向かって宣伝活動もし、国鉄の駅などにも大きなポスターを貼り、パン

フレットもふんだんに発行していましたね。 
 お客さんもバスを仕立ててやってくることもあり、そこそこ賑わったこともありま

す。 
 しかし、パイロットが完成した頃には「みかん余り」が始まりました。 
 その前には「みかん御殿」なんてのが建った産地もあったのですが、その時代の終

わりでした。 
 そして、長年赤字続き… 

 
 その窮状を救おうとして、リゾート法に乗っかって、ゴルフ場とレジャー施設を作

ろうとしたのはもう二十年ほど前なのです。 
 「みかん狩り」もこんな遠方までわざわざ来る団体さんも居ないし、観光の目玉に

もならなくなっていました。 
 昭和の終わりがこうした観光の終わりでもあったようです。 

 
 ここへ来て、「里創人・熊野倶楽部」が出来たので、そのレジャー部門の一部とし

て、『みかん狩り』が再開されたようです。 
 大々的なゲートも、看板も無く、蜜柑園の一部を有料で開放してあります。 
 写真のように、摘果していない鈴生りの温州みかんの木が並んでいます。 
 木も年数が経った成木でそこそこおいしそうなものです。 
 中には皮が厚くて地元の人は採らないような木もありますが、みかん狩りは食べて

みてから採れますから、おいしい木の物だけ採って帰ればよいのです。 
 今月一杯は行われていると思います。 
 「熊野倶楽部」の受付なり売店で聞けばみかん狩りはできると思います。 
 天気がよければ結構楽しい物ですよ。 

  
Tags:熊野市 昭和 熊野の味               by je2luz | 2009-11-02 13:51 

 

 

 

 

 

 

2009 年  11 月  03 日  

熊野の旅 飛鳥の祭り 画像のみ  

 今日は熊野市飛鳥町。『飛鳥神社』のお祭りでした。 
 取材に出かけていたので、今日は写真だけです。 



 

 少し寒かったですが、上天気でそこそこの人出でした。 
 記事は明日にでも書きます。 

  
Tags:熊野市 大又川               by je2luz | 2009-11-03 14:22  

 

 

 

 

2009 年  11 月  04 日  

熊野の旅 田舎の祭り 飛鳥神社 村祭り  

 昨日行われた、熊野市飛鳥町の『飛鳥神社の祭り』は田舎の鎮守様のお祭りです。 
 とりたてて変わった神事も無く、大層な見世物も無く村人が集まって… 
 昔は無かった「浦安の舞」が増えているのと、「太鼓の奉納」が増え、「七五三」が

合流したのが大きな変化でしょうね。 

 



 でも、もっと変化したのは、参拝者数の減少でしょうね。 
 飛鳥神社はかなり古い神社らしいです。 
 この飛鳥の地、神社のある小阪地区なども結構古くから人間が住みついたといわれ

ています。 
 そして、この神社も随分古くから祀られてきたと言われています。 
 「大又川」の川岸に立つお宮さんも広くないし、山を背景に建つお宮さんのように

借景で格好付けるということも無いのですが、結構良い雰囲気の物です。 
 境内もせまいし、社も小さな物なのですがね。 

 
 出し物も見世物も少ない祭りなのですが、昔ながらの住民が住む「飛鳥村の鎮守様

の祭り」なので、集まってくるのが、昔ながらの顔ぶればかりです。 
 舞や太鼓が奉納されていても、人々は余り集まってゆきませんが、ここかしこで固

まって話し込んでいます。 

 
 「飛鳥村」はかなり広い村でした。 
 「大又川」に沿って集落が点在する形なので、１０Km ほどに細長く延びた村でし

た。 
 「大又」、「小又」、「小阪」、「佐渡」、「野口」、「神山」と言う大字があります。 
 そして、「大又・小又」で小学校が一つ、「小阪」で一つ、「佐渡・野口・神山」で

一つ…  
 一つの村に正規の小学校が三校も作られるほど広かったのです。 
 広いからこそ、幼馴染などもめったに顔が見られません。 
 珍しい顔に出会えるのは、「葬式」と「祭り」くらいなのです。 
 だから、祭りの日には『旧友・朋輩』の話に花が咲くのです。 
 ミニ同級会、同窓会みたいなのです。 

 
 同じ位の人口の集落でも、漁師町などはぎっしり家が建て込んでいる事が多く、み

んなが顔を合わすことも多いのですが、９０％どころか１００％近く山と言う地形の

ところではそうは行かないのです。 
 今でこそ道が良くなったし、軽トラックといえども自家用の足があるし…行こうと

思えば村の端から端まで簡単に行けますけどね。 
 こうなったのも昭和の後半からです。 
 急流の「大又川」の川沿いに長く伸びていますから、行きか帰りか、どちらかがず

っと続く坂道なのです。自転車時代はそれだけでも億劫な物でした。 
 私の育った「小阪」は村の真ん中でしたが、上流の「大又」に遊びに行くには、行

く道は自転車の上で立ち上がってこいだり、押したりです。帰りは途中の小さな上り

以外は余りこがなくてもいいのですけどね。 
 下の「神山」へ行くと、日暮の帰り道がずっと登坂だったのです。 

 
 そんな道だったのに、昔の方が上の人も下の人もお祭りには集まってきていました

ね。 
 娯楽が無かったから…だけでは無いような気もしますね。 



 「村への帰属意識」「村人の連帯意識」みたいなものが切れてきているのでしょう

ね。 
 こうして、日本中の「田舎の祭り」が変質してゆくのかもしれません。 
 だって、下のような子供も、大人になる頃にはここには居なくなるのでしょうから

ね。 
 そして、出てゆくのが当たり前になってしまっているので、余り寂しいとも思わな

くなっているのですからね。 
 今では、昔の歌謡曲のような…「別れの一本杉」「お月さんこんばんは」…あんな

感情も情景も浮かばないでしょうからね。 

 

Tags:熊野市 大又川 昭和               by je2luz | 2009-11-04 10:18  



2009 年  11 月  05 日  

熊野の旅 飛鳥神社の祭り 最大の呼び物は  

 人が減ってしまって寂しくなってきた「飛鳥神社の祭り」ですが、浦安の舞・神楽・

奉納太鼓などには集まらない人たちが、殆んど全員集まる出し物があります。 
 お祭りの最後に行われる、『餅撒き』です。 
 この辺りは、「餅撒き」を「もちほり」と呼び、実に色んな時に行います。 
 「お祭り」「初午・厄落とし」「建前」「落成式」なんだかんだあちこちで撒いてい

ます。 
 一種の文化みたいなもので、もちを拾うのが当たり前で、皆さん童心に返って夢中

で拾います。 

 
 昔から盛んでしたが、この餅広い風景も随分変わったように思います。 
 私が子供の頃の「餅ほり」はもっと殺気立っていましたね。 
 時代が時代で、「餅拾い」が娯楽を通り越していた面もありましたからね。 
 今より、拾う人は多いしその割りに放る餅が多かったわけではないですし、子供の

弁当すらもたせられないほどの食糧事情だったのですからね。 
 その頃でも、年寄りと子供は一番前とか片隅とか保護はされていたのですが、途中

からは殺気立った大人が押しつぶす、跳ね飛ばす…で大変だった物です。 
 それに、昔は「ビニールの袋」なんて無いので、餅は裸で撒かれました。 
 地面の上に落ちるので場所によっては泥だらけになりましたね。 
 神経質なわけでもないのですが、子供の頃は「餅拾い」は余り好きでは無かったで

す。 
 拾うのはお菓子とかみかんとか… 
 今は写真を撮りながらも、足元に転がってくる分だけ拾います。 
 飛鳥神社では「やぐら」を組みますからその下に入って写真を撮ります。 
 今年は一個しか転がり込んでこなかったので、収穫は一個だけでした。 
 当たりくじの券が入った餅も混じっているのですが、当たっていませんでした。 

  
 この「餅拾い」は参加型の出し物ですから人気があるのですね。 
 境内や外の駐車場などでたむろしていた子供もじいちゃんばあちゃんもほぼ全員



参加するので餅撒きの場所だけしか人が居なくなります。 

  
 こんな風に、「参加型」の出し物って中々無いものですよね。 
 それに今は、「夢中」にはなりますが、「殺気立たない」ですから、皆さん良い顔し

て拾っていますね。 
 この餅槙が終わると、「飛鳥神社の祭り」は終了します。 

 
 ここの祭りはきちんと終了宣言があります。 
 午後１時ごろには終了します。 
 昔はぐだぐだと酒を飲んでふらつく人もたくさん居たのですが、今ではお神酒すら

断る人が増えていますから、終わりもスッキリ終わりますね。 
 まあ、味気ないという面もあるのでしょうけどね。 
 「祭りの帰りに、自転車で田んぼに落っこちた」…「自動車が田んぼに転がってい

た」…なんて事は無くなったようです。 

 
Tags:昭和 飛鳥神社 モノクロ              by je2luz | 2009-11-05 11:04 

 

 

 

 

2009 年  11 月  06 日  

熊野の旅 飛鳥神社の祭り 七五三  

 昔はこの「飛鳥神社の祭り」は１２月１日でした。 
 秋の刈り入れが遅く、農閑期に入るのが１１月中頃にまでなった関係で、秋の感謝

祭的な「鎮守様の祭り」が遅かったのだと思います。 
 私が子供の頃の方が冬は寒かったですし、祭りの日は随分寒かったものです。 
 一ヶ月早く、それも確実に休日の日になるように日にちを変更して行き、今の１１

月３日になったのです。 
 何しろ、今では田舎と言っても山働きとか専業農家で自由に休める家が減ってしま



い、勤め人ばかりですから、休日にお祭りをしないと、神楽も舞わせませんし、お参

りできる人もうんと減りますからね。 
 木本神社の祭りも、同じように日にちを移して、「体育の日」にしたのですが、こ

ちらは法律の改正で動き回るように変えられてしまいました。 
 こんな風に、古くからのお祭りの日にちが変更なっているのは全国で一杯あるでし

ょうね。 
 変更しても５年もすると、皆さんそれが当たり前になって、元の日にちなど忘れる

物です。伝統・恒例なんてそんなものなんですね。 

 

 飛鳥神社の祭りが１１月に早まったことで、それまでバラバラでお参りしていた

「七五三」が祭りの日に統一されました。 
 飛鳥在住の子供だけではなく、市の中心部に出て行った人の子供も祭りに合わせて

お参りしているようです。 
 祭りの神事が終わった後に、「七五三のお祓い」が行われます。 
 昔と違い、正装してお祭りに来る人は居なくなりましたが、七五三の子供と付き添

いの人が着飾っていますから、境内がそこだけ華やいでいます。 

 
 ７・５・3 歳の三年分の子供なので結構の数が居てもよいはずなのですが、そこそ

こしか見かけません。 
 それでも、参拝客も多くないので子供たち…お母さん方が主役に見えます。 

 
 

 古木の立ち並ぶ境内と対比的な着飾った子供…やたらと広い立派な神社ではない

方が良く似合いますね。 
 それに、団体でお祓いを受けても流れ作業にはなりませんしね。 
 なんと言っても、知り合いの人の多くに祝福してもらえるし、厄落としも『餅撒き』

でみんなに拾ってもらって落とすことが出来ますからね。 
 もっとも、改めて自宅で近所の人相手に餅撒きをする人が居ると言うことですがね。 

   
 



 今のところ、お祭りも七五三を抱き込んで華やかな部分を残しています。 
 まだ、限界集落化していないと言うことです。 
 「村祭り」をやめたところも全国ではあちこちあるようですが、そこまで行くと最

早、『村』でも『集落』でも無いですね。 
 この先いつまでこうした『鎮守様の祭り』が無事にできるのやら… 

  
Tags:熊野市 大又川 飛鳥神社           by je2luz | 2009-11-06 10:50  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009 年  11 月  07 日  

熊野の旅 飛鳥神社祭り 寸景  

 「寸景」という言葉も余り使われなくなりました。 
 昔は写真の題名に困ると、この「寸景」をつけることが多かったものです。 

 

 
 取り立てて見るものの無いお祭りですが、こんな風にあちこちでのんびり歓談する

光景が散見されます。 
 それだから、お参りに来て何時間か時間をつぶして帰ることができるのです。 
 適当に世代ごとに固まって、時間と共に組み合わせが変わったり… 
 これが楽しいから集まってくるのでしょうね。 



 

 
 

 中睦ましい夫婦の姿も見かけられます。 
 七五三の子供の横の若い夫婦ではなく、本当に寄り添うように生きているのが見え

るような人たちです。 
 こうして、お祭りに揃ってこられることが幸せなことでしょうね。 

 

 どちらにカメラを向けても、押すな押すなの人ごみはありません。 
 この人たちが全部集まるのは、最後の「餅放り」だけですね。 
 その成果を自慢しあいながら家路につくのです。 

 
 来年もこのお祭りに帰ってきてくださいよ… 
 もう、小学校の運動会も「大又」「小阪」では無いので、人が集まる機会は祭り位

ですからね。 

 
 あと十年… 
 住民の４割ほどの老齢者は…どこにいるでしょうね？ 



 いまはこうして集まってこられる人も多いですが… 
 やっぱり、限界集落でしょうね。 

  
Tags:熊野市 昭和                  by je2luz | 2009-11-07 11:27 

 

 

 

 

 

 

2009 年  11 月  08 日  

熊野の旅 月例 熊野市報 １１月号より  

 今月も来ました…「広報くまの」 
 今月号は新型インフルエンザの予防接種のお知らせなどの折込が入って少し重く

なっていました。 
 例によって人口動態です。 
   人の動き    平成２１年１０月１日現在 
    人口     20.383    （-3） 
     男      9.485    （-6） 
     女     10.898    （+3） 
    世帯数   10.022    （-2） 

 
 今月はすごく控えめな数字になっています。 
 まだ寒さもやってきていないし、新型インフルエンザも猛威を振るっていないから

でしょうね。 
 小康状態ではなく、たまたまなのだと思います。 
 市の予想でも、５０００人以上、一気に減る勘定なのですからね。 

 
 熊野市文化事業 イベントカレンダー と言うのも載っています。 
  １１月１４日１５日には熊野市民文化祭の展示の部があちこちでやられるよう

です。 
   市民会館 書 刻字 ちぎり絵 俳句 絵手紙 木目込み・押し絵 
   木本小学校講堂 生け花 写真 手芸 工芸 フラワーデザイン 
   熊野市文化交流センター 水墨画 絵画 彫刻 切り絵 ペン字 俳画 木

工  
                    折り紙 ガラス工芸・アートクレイシル

バー 
  だ、そうです。 

 
  １１月２０日 １８時３０分開場 １９時開演 
   人権講演会＆演奏会 



    クロード・チアリ 

 
  １１月２１日 １３時開場 １４時開演 
   人権啓発講演会 

 
  １１月２２日（日） １２時３０分開場 １３時開演 
   第１０回みえ熊野フォーラム 
   熊野市文化交流センター 

 
  １１月２８日 １２時～１７時 
     ２９日  ９時～１６時 
   第１５回囲碁の祭典 in 熊野 
   熊野市文化交流センター＆木本小学校講堂 

 
  １１月２９日 １３時３０分～ 
   熊野市民文化祭 ステージ部門 
     地元民謡 踊りなど 
   熊野市民会館ホール 

 
  １２月５日 １３時開場 １４時開演 
   ふれあい落語講演会 
    笑福亭松枝 

 
  １２月６日 １３時開場 １３時３０分開演 
   第５回お気軽クラシック 

 
  １２月８日～１３日 
   高須 勲写真展 
   熊野市文化交流センター 

 
 問い合わせは全部、熊野市教育委員会社会教育課 0597-89-4111 内戦 415 
だそうです。 
 盛りだくさんですね。 
 各種団体にとってはこの時期が年に一度の晴れ舞台という場合も多いですからね。 
 文化人はこの時期大忙しだと思います。 
 機会があったら覗いてみてやってください。 

  
 私のお袋は生前やたらと色んな習い事をやっていましたから、この時期は駆け回っ

ていましたね。 
 わたしは文化人では無いのでこうしたものには全く係わり合いが在りません。 
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2009 年  11 月  09 日  

熊野の旅 広報折り込み広告  

 「広報くまの」もコマーシャルの募集など行っているようです。少しでも発行費用

を減らそうと言うことなのでしょうね。 
 広告媒体として熊野市内全戸に配布されるのですから、地方紙より発行部数などで

は上なのですが、見てもらえる率はどんな物でしょうね。 
 今月号には折り込み広告が入っていましたが、どうもお役所がらみの団体の物なの

で手数料が入ったのやらどうやら… 

 
 熊野が自慢！ 
  地元ばんざい展  １１月１５日（日） 午前１０時～午後２時 
   里創人 熊野倶楽部 
      荒天の場合、中止になる可能性があります。 …というものです。 

 
 熊野の物産展と言うことで、第４回だそうです。 
 目玉イベントとしては。 
  『めはりにぎり体験』 と 『シフォンケーキづくり』 が上がっています。 
 「シフォンケーキづくり」は熊野倶楽部の常設だったような気がします。 
 もうひとつ、『里創人熊野倶楽部ペア宿泊券などが当たる抽選会』も 13：00 から

あるようです。 

 
 熊野古道歩きのついでに覗くと言うには足場は良くないですが、上手く行けば「高



級里創人ホテル」も宿泊券が当たりますよ。 

 
 次の週には、市内育生町の『大森神社』で、『どぶろく祭り』があります。 
 これは今以上に「酒税」がうるさく、酒造りが規制されていた頃でも、国税局の許

可を貰って「どぶろく」を仕込んで振舞っていたお祭りです。 
 熊野倶楽部以上に足場は悪いですが、一山越えた裏側です。 
 「どぶろく」も酒ですから、戴いたら車では帰れなくなります。 
 お巡りさんより都会の人にとっては山道の方が怖いでしょう。 
 途中にはガイドブックにも出てくる『大丹倉』というところもあります。 
 秋になるとテレビにも出てくる『赤倉あまご養殖場』もあります。 
 頂上のところから林道に入れば、車に積んだ無線機で関東とも交信できる場所とし

てアマチュア無線家には知られた『長尾山』にも登れます。 
 こちらの祭りも外来者歓迎らしいです。 
 ごたぶんに漏れず住民が減っていますからね。 
 この前、「どぶろくを仕込んだ」と、夕方のローカルニュースで流していました。 
 上手く都合が付いたら覗きにこられてはいかがですか？ 
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2009 年  11 月  10 日  

熊野の旅 熊野古道歩き 年齢層 昼飯は…  

 日本全体が高齢化しているからだけではないのでしょうね。 
 一大観光ルートの脇に住んでいて思うことです… 

 
 昔々、「新島」なんて孤島が、通称「処女捨て島」などと呼ばれて、女の子がワン

サカ集まり、それを追いかけて男の子が群がったことがあります。 



 そして、「倉敷」「萩・津和野」が流行って…流行じゃなくても「京都」は女の子が

好きな町だし… 

 
 それに引き換え、世界に轟くはずの『世界文化遺産・紀伊山地の霊場とその参詣道』

のほうは、「元・乙女」、「元・青年」の多いこと… 
 イメージが合わないのでしょうね。 
 「ハイキング」なんて言葉も忘れられる時代ですし、『トレッキング』と言うよう

なハイカラな物でも無いですしね。 
 おじ様、おば様はきちんと服装もそれなりに整えて来られています。 
 不便な『熊野古道』は歩き出してしまうと、５Ｋｍ、１０Ｋｍの山道は歩かなくて

はならないですからね。 
 京都や倉敷のように、「くたびれたからタクシーに乗ろう…」なんて出来ませんか

らね。 
 江戸時代でも、東海道・中仙道じゃないから、籠も馬もままならなかったでしょう

ね。 

 
 今の季節、イメージ的にこうして山を歩く旅には合っているように思えるのでしょ

うね。 
 熊野古道歩きの人を見かけるのはこの季節が一番多いです。 
 １２月・１月・２月…寒く感じるらしく、減りますね。 
 「熊野古道」でも「伊勢道」は海岸線ですから、真冬でも寒くないのですけどね。 
 おまけに、山道を歩く観光地ですから、「寒い」なんて感じていられないんです。 
 でも、「家を出る」と言うこと自体が億劫なのでしょうね。 

 
 これからのシーズンが、『熊野の味』が生きてくる時なんです。 
 まあ、特殊な物以外は、食い物が美味くなるのは晩秋から冬ってのが相場なんです

けどね。 
 なにしろ、『熊野のサンマ』は今からなんです。 
 『サンマ寿司』も『サンマの丸干し』も、本当は今からのものなんです。 

 
 これをやられると困るのですが… 
 昔の「山行き」（山働き）は、弁当に『サンマの丸干し』（サイレの丸干し）を持っ

て行きました。 
 『高菜の寿司』（めはり寿司）と『サンマの丸干し半匹か 1/3 匹』が定番だったの

です。 
 昼になると焚き火をし、こいつを掻き出した炭火の上に乗せて焼き、熱々をおかず

にしたのです。 
 腹はぺこぺこだし、「炭の直火焼き」なんですから、まずいわけがありません。 
 郷土料理の店で上品に焦げ目も無いような焼き方で出される物と違って、灰まみれ、

焦げ焦げですけど、これぞ本物の味でしょう。 
 この昼飯の焚き火で夕方頃に山火事が始まる…なんてのも在ったのです。 
 素人が山で焚き火をすれば、その場で山火事になります。 



 地面自体が腐葉土で燃料ですからね。 

 
 山で焚き火をされると具合が悪いのですが… 
 浜で焚き火をするのは「国際法」でも禁止されているのですが、人の居る日本の海

岸では一応お咎めは無いようですし、七里御浜の片隅で、ちょこっと火を焚いて、お

店で買ってきた「めはり寿司」、「おにぎり」に「サンマの丸干し」アジの丸干し」で

お昼を食べたら、「本物の熊野の味」を堪能できると思います。 
 バーベキューにしちゃったら味気なくなりますよ。 
 そんな大層なものにしないで、貧乏たらしく、ささやかに、隅っこでやるほうが似

合う食べ物なんですからね。 

 
 浜の焚き火は『遭難信号』と言うことなんです。 
 浜の焚き火を見かけたら、通る船舶は通報し、可能な限り救助に向かわなくてはな

らないのです。 
 映画のシーンみたいな物なんです。 

  
 そうそう… 
 「サンマの丸干し」は手掴みで食べる物ですよ。 
 箸で食べたのでは味が出ません。 
 掴まえた指もしゃぶっておかずにしなくては… 
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2009 年  11 月  11 日  

熊野の旅 自己 PR 写真展示  

 来月１２月２１日位から、一ヶ月ほど、熊野市木本町本町筋、「古道通り」の展示

場で私の写真の展示を行います。 
 前二回は、人物抜きの「静物」的な写真でしたが、今回は人物主体の「２００９年



の古道通り」を記録した物になります。 
 年中やってきたイベントの様子を写したもので、今回もモノクロ写真です。 
 デジタル写真と違って、コスト的に機関銃のように取り続けることが出来ないもの

なので、使えるカットを選ぶのにに苦労しています。 
 この写真はきちんと暗室で印画紙に焼き付けるつもりです。 
 プリンターで印刷すれば、ネガの調子が少々悪くてもごまかせるし、明るい部屋で

仕事できるのですけどね。 
 四つ切が主体ですから暗室は楽です。 
 と、いうより、３５mm カメラのものですから、それ以上に伸ばすのは厳しいです

しね。 
 半切りは２枚くらいしか焼かないつもりです。 

 
 展示場と言っても、普通の家です。 
 小さな店造りの建物で、今は無人市場的な構えで野菜が少し置いてあるところです。 
 元・岡本家具店で、そこのおばさんが日向ぼっこしながら店番しています。 
 近所のおばさんや通りかかった顔見知りの人が話し込んでいることの多いところ

です。 
 上手く行けば、「木本弁」「熊野言葉」が聞けるかもしれませんよ。 
 女の人が多いですから。「にゃー」「にゃー」という猫みたいな語尾は余り出てきま

せん。 
 伯母さんの場合は、「のー」「のー」と言う、外人が戸惑うような語尾が多いですね。

  
 昔なら、何も考えないで写真を使ったのですが、今は少しうるさいようですし… 



 地元の人の写真が多いですから、写っている人が居たら、終了後に写真を差し上げ

るようにするつもりです。 
 何人もに言われたら、大きいのはじゃんけんで、他は小さいのをプリントして…と

言う事で我慢していただくつもりです。 
 ワイドレンズが多いですから、「美人」が「別嬪さん」に写っていない物が多いで

す。 
 「これ！ 私 もっと別嬪じゃのに！」と、叱られるものが多いと思います。 
 「この娘さん、何処の娘じゃろう… 家の息子の嫁さんにほしいのう…」 などと

言う年頃の娘さんの写真はありませんね。 
 昔は木本にも一杯綺麗な娘さんが居たのですがねえ… 
  まあ、暮れからお正月過ぎに掛けて、「熊野古道・松本峠」を歩きに来たり、木

本へ買い物に来たら覗いてみてください。 

 
Tags:熊野市 熊野古道 石畳            by je2luz | 2009-11-11 12:15 

 

 

 

 

2009 年  11 月  12 日  

熊野の旅 伊勢と熊野 ヤマト姫  

 伊勢では先ごろ「宇治橋」の掛け替えがあり、マスコミでも随分取り上げていまし

た。そして、次は遷宮… 
 狭い範囲に「外宮」と「内宮」があるので観光もしよいし… 
 古くから観光地としては恵まれ、『伊勢の古市』と名をはせた歓楽街もありました。 
 弥次さん喜多さんも伊勢参りはするけど… 
 「サンマ」と「イセエビ」を比べるとイメージがねえ… 
 「真珠」と「御浜小石」を比べても… 
 「伊勢うどん」を「サンマの寿司」なら勝てそうですけどね。 
 それでも、国鉄時代から『参宮線』はぱっとしませんでしたね。 
 近畿日本鉄道が頑張って、伊勢湾台風のすぐ後から、狭軌を廃止して標準軌に改良

し高速化したことも国鉄参宮線の客離れを呼んだのですけどね。 

  
 その伊勢では、目下、市長選の最中のようです。 
 選挙の原因と争点は、前にも書いた、「セントレア・中部国際空港」と伊勢市を結

ぶ海上アクセスの問題です。 
 伊勢湾をはさんで反対側になる三重県からは、四日市・津・松阪・伊勢と至る所か

らフェリーが出る計画になっていました。 
 三重県民、全部あわせても２００万しか居ないのに… 
 相手は飛行場です。そんなに用のあるところではありませんね。 
 開港当時はマスコミがはやし立てるので、飯を食うために、風呂に入るために…出

かけた人も居たようです。 



 今じゃあ、飛行場自体の存続が危ないという状態です。 

 
 何処の自治体でも、「費用対効果」なんて考えませんし、「作ることに意義あり」の

頭がありますからね。 
 さすがに、見込める地元人口が１０万の「南紀飛行場」は実現しませんでしたけど

ね。 
 紀宝町の辺りに作ろうと、結構真面目に運動していたことも知られていませんけど

ね。一時期はやったので覚えている人も居るでしょう…「コミューター空港」ってや

つです。 

 
 「伊勢神宮」と言う強い武器があっても、中々客は呼べないものです。 
 伊勢駅前の元気がなくなってからどれ位になるでしょうね。 
 私が小学生から中学生の頃は、伊勢の町には泊りがけの観光客がたくさん居て、「生

姜糖」とか「水中花」とか「夫婦岩の入ったガラス玉」などの土産を売る店が並んで

いましたね。 
 隣の「二見」も伊勢参りの人で旅館は流行っていました。 
 それが、いつの間にやら町は観光地的でなくなり、駅前は百貨店的なものが出来て

いたのに。そのうちそれもなくなり…「外宮」の前など寂しい限りですね。 
 駅もあるし、国道も走っているのに… 
 クキクキっと曲がらなくてはならないので走りにくいだけ…って感じですね。 

 
 伊勢でさえこれなんですから、「熊野三山」と固めて呼ばれても一日では見学でき

ないほど散らばっているし、その「熊野三山」への「参詣道」でしかない『熊野古道』

では、まとまった客が来るはずもないですね。 
 伊勢のついでに那智山参り… 
 これって、ついでになりませんね。 
 その逆の「熊野のついでに伊勢参り」は少し現実味はありますけどね。 
 でも、それも少ないのでしょうね。 

 
 どうも、伊勢と熊野は客の取り合いっこがあっても、客の分け合いっこは余り無い

ような感じです。 
 日本では長期バカンスってのが少ないし、そうした物も慣れていませんからね。 
 表向きの取りっこではなく、各家々で勝手に行われている行き先決定と日程調整で

すから、どうなっているのか分からないものですね。 
 それに、日本中の世界遺産に世界中の世界遺産や景勝地がライバルですからね。 
 なにしろ、東京から熊野三山参りするのと、ジャワの「ボロブドゥール」見物を比

較すると、時間もお金も同じ位ですからね。 
 「伊勢と熊野」と言うレベルではないようですね。 

 
 ああーあ 
 「やまとひめ」が伊勢なんかでおしまいにしないで、「天照大神」の収まる場所を、

『もう一度だけ動かして。「熊野・有馬の地」にでも移してくれてあったらよかった



のにねえ… 
 「神武天皇」がやってくるより、「やまとひめ」が来てくれた方が、末代まであり

がたかったのに… 
 最初が丹後の「籠神社」…途中に一杯「元伊勢」があって・・・「滝原宮」「伊勢の

宮」…最後が「有馬神宮」なんてのだったら… 
 タイムマシンで「やまとひめ」を口説きに行きましょうかね。 

 
         天橋立のそばにある伊勢神宮発祥の地「籠神社」 
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